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研究成果の概要（和文）：本研究では、わが国の都市部における自殺未遂の実態およびその背景要因について明らかに
するため、政令指定都市A市における2009年～2011年の自損行為による救急搬送の悉皆データベースを用いて分析した
。自殺未遂による救急搬送事例の65%は女性、特に20～39歳の女性であった。男女ともに傷病程度の低い自損行為が多
く、手段としては薬物・過量服薬および切傷が多くみられたが、これらの傾向は特に女性で顕著であった。身体疾患の
既往歴は男性の事例でより多くみられた。一方、女性事例の80%、男性事例の約半数に精神疾患の既往歴が確認された
。ただし、アルコール・物質使用障害のみは女性よりも男性で多くみられた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the characteristics of and background factors 
associated with non-fatal suicide attempts in a metropolitan area in Japan, using a database comprised of 
pre-hospital medical records concerning self-harm that occurred in a designated city between 2009 and 
2011. About 65% of non-fatal suicide attempts occurred among women, particularly those aged 20 to 39 
years. Most suicide attempts were low-lethality, with drugs and cutting being the most common methods, 
particularly among women. A history of physical illness was more prevalent in men than women. 
Approximately 80% of women and 55% of men reported a past history of mental illness. With the exception 
of substance use disorders, a history of mental illness was more prevalent in women than men.

研究分野： 認知行動学
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１．研究開始当初の背景 
自損（自傷）行為・自殺未遂歴は自殺の強

い危険因子である。わが国においても、警察
庁の自殺統計によると、2013 年の自殺死亡
者のうち未遂歴が確認された者の割合は女
性で 30.8％であり、男性の約 2 倍となってい
る。 
わが国では、2012 年 8 月に政府が推進す

べき自殺対策の指針である「自殺総合対策大
綱」の見直しが行われた。新大綱では「精神
科救急医療体制の充実に加えて、救命救急セ
ンター等で治療を受けた自殺未遂者が必要
に応じて精神科医療ケアや生活再建の支援
が受けられる体制を整備する必要がある。ま
た、自殺未遂者に対する相談体制の充実と自
殺未遂者の家族等の身近な人への支援の充
実も重要である」ことが明記された。 
わが国における自損行為・自殺未遂に関す

る実態報告は医療機関ベースのものが多い。
このような医療機関ベースの研究に対し、わ
れわれは総務省消防庁や地方自治体の消防
局から自損行為に関する救急搬送データの
提供を受け、地域ベースでの自損行為・自殺
未遂の実態把握を試みてきた。自損行為によ
る救急搬送事例には、自殺既遂事例とともに
自殺未遂事例が含まれる。しかしながら、自
損行為・自殺未遂の手段や主要身体・精神疾
患の既往といった、今後の自殺未遂者支援を
考えるうえで示唆的と考えられる情報につ
いては提供資料に含まれていない状況であ
った。これらの情報を含む、地域、特に都市
部の自損行為による救急搬送悉皆データを
分析することにより、地域の自殺未遂の実態、
およびその背景要因としての主要精神・身体
疾患の既往やメディア報道との関連を地域
ベースで明らかにすることができると考え
られた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、地域の実情に応じた自殺対策

を推進するための基礎資料とするため、わが
国の政令指定都市 A 市における救急活動記
録票の悉皆データベースを用い、都市部にお
ける自殺未遂の実態、およびその背景要因と
しての主要精神・身体疾患の既往やメディア
報道との関連を地域ベースで明らかにする
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
わが国の政令指定都市 A 市の消防局から、

2009 年 1月～2011 年 12月までの 3年間に同
局管内で発生した自損行為に関する救急活
動記録票の悉皆データベースの提供を受け、
分析を実施した。この連結不可能匿名化され
たデータベースに含まれる主要な項目は以
下のとおりであった：発生年月日、転帰（死
亡、未遂）、行政区、年齢区分、発生場所、
性別、傷病程度、傷病名、主要身体・精神疾
患の既往歴。 
自損行為により管内で救急車が出動した

全事例のうち、救急隊によって医療機関に救
急搬送され、かつ搬送時点で生存が確認され
た3,350事例を自殺未遂事例と定義して分析
対象とした。また、対照として、救急出動現
場で、もしくは搬送中・搬送後に死亡が確認
された自損行為事例についても分析を行っ
た。統計解析には SAS 9.4 を用いた。 
なお、本研究の実施に当たり、国立精神・

神経医療研究センター倫理委員会による承
認を得た。 
 
４．研究成果 
自殺未遂による救急搬送事例の 65%は女性、

特に 20～39 歳の女性であった。男女ともに
傷病程度の低い自損行為が多く、手段として
は薬物・過量服薬および切傷が多くみられた
が、これらの傾向は特に女性で顕著であった。
なお、重篤・重症事例は、男性、および 60
歳以上の者で多かった。また、重篤・重症事
例では縊首、飛び降り、焼身などによる自殺
未遂が多かった。自殺企図は同一の手段で繰
り返されることが多いことが指摘されてお
り、致死性の高い手段を用いた男性未遂者の
見守り・支援が重要であると考えられた。 
疾患の既往については、身体疾患の既往歴

は男性の事例でより多くみられた。一方、女
性事例の 80%、男性事例の約半数に精神疾患
の既往歴が確認された。ただし、アルコー
ル・物質使用障害のみは女性よりも男性で多
くみられた。特に女性の自殺企図者に対して
は、本人の見守り・支援とともに、家族など
のキーパーソンに対する精神疾患について
の心理教育や、救急医療機関退院後の適切な
支援・社会資源へのつなぎおよびモニタリン
グ、ならびにそれを可能にする人材の育成・
確保が今後の自殺未遂者支援における課題
であると考えられた。 
また、新聞など公的メディアにおける自殺

関連の報道と自殺未遂との関連を分析した
結果、2011 年 5月に、女性、および精神疾患
の既往歴のある層における自殺未遂事例数
が前月比・前年同月比で増加していた。その
一方で、自殺未遂事例全体で見た場合には、
2011 年 5月における搬送事例数の前月比・前
年同月比での増加はみられなかった。これら
の結果から、2011 年 3月に発生した東日本大
震災の影響などを考慮する必要はあるもの
の、著名人の自殺に関する大々的な報道が自
殺企図のリスク、および女性や精神疾患の既
往歴のある層における自殺未遂のリスクを
高める背景要因のひとつである可能性が示
唆された。 
地域で発生した自損行為・自殺未遂に関す

る悉皆データを分析した本研究の成果は、わ
が国の都市部の自殺未遂の実態、とりわけ自
殺企図の手段や、身体・精神疾患の既往およ
びメディア報道といった背景要因を明らか
にすることにより、今後の自殺未遂者支援の
推進に寄与するものと考えられた。 
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